
小野町が連携するこおりやま広域連携中枢都市圏ビジョン（案）に
対するパブリックコメントを募集します

　郡山市と小野町を含む圏域市町村（※）は人口減少・
少子高齢化社会にあっても、活力ある地域経済を維持
するとともに、住民が安心して快適な暮らしを営むこ
とができる圏域を形成することを目的に連携を推進し
ています。圏域の形成により、各市町村それぞれの広
域的・国際的連携なども視野に入れた、主体的なまち
づくりの理念と課題をふまえた将来展望実現に向け相
互に資するとともに、広域的に学び、働き、暮らし続
けることができる圏域づくりを推進するため「こおり
やま広域連携中枢都市圏ビジョン」の策定を進めるた
め、皆さんからのご意見を募集します。

●募集の期間
　１月11日㊎から２月12日㊋まで
●意見を提出できる方
　こおりやま広域圏内※に在住・在勤・在学の方、ビ
ジョンに利害関係がある方
※こおりやま広域圏…郡山市、須賀川市、田村市、本

宮市、大玉村、鏡石町、天栄村、猪苗代町、　石川町、
玉川村、平田村、浅川町、古殿町、　三春町、小野町

●その他
　詳細および応募方法などについては、こおりやま広
域圏ポータルサイトをご覧ください。

【こおりやま広域圏ポータルサイト】
https://www.city.koriyama.fukushima.jp/061000/
kouikiken/top/index.html
問企画政策課　☎72-6939

FGAP認証を取得
　このたび、吉田政美さん（上羽出庭）が農作物の生産工程
に関する第三者認証「GAP」のうち、福島県独自の認証制度

「ふくしま県GAP（FGAP）」を取得され、町長に報告するた
めに、後継者である浩美さんとともに役場を訪れました。
　FGAPは、農林水産省の「農業生産工程管理の共通基盤に
関するガイドライン」を基に、放射性物質対策を含めた県独
自の基準を設け、生産者・団体を認証する制度です。
　吉田さんは、「トマト」と「にんにく」の認証を受けるため
昨年６月から取り組み始め、127項目にわたる点検・評価
シートと厳しい現地審査を受けて認証となりました。個人
での野菜FGAP認証は、小野町だけではなく県中管内で初め
てです。
　消費者の食に対する安全・安心への関心が高まる中、直
接確認することができない生産工程での安全性を確保する
ための取り組みを実施することは、これからの農業にとっ
て大変重要です。この認証を機に、地域の模範となってい
ただきますようご活躍を期待します。

(左から)菅野田村農業普及所長、吉田浩美さん、吉
田政美さん、町長

GAP（Good　Agricultural　Practice： 農
業生産工程管理）とは、農業において、食品
安全、環境保全、労働安全などの持続可能
性を確保するための生産工程管理の取り組
みのことで、すなわち「良い農業のやり方、
適切な農場管理とその実践」であり、ヨー
ロッパを中心に導入が進められています。
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